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修正FA法を用いたPALSAR ScanSAR干渉について
PALSAR ScanSAR Interferometry Using The Modified Full Aperture Processing
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ScanSAR処理はSpecan処理とフルアパチャー処理（FAP）で代表される。FAPでは受信信号を内挿し、あたかもSTRIP
モードと同様に受信されたかのように信号を作り替え、標準 SAR処理をさせる。FAPにより、信号内挿という処理プロ
セスを加えることで、通常干渉処理が出来るという利点があるものの、スキャン毎に画像の長さが異なるという欠点が
ある。SAR映像化の基本は線形処理であり、ここでは全スキャンが同じ（アジマス）長さになる方法を提案し、一枚の
非常に大きな SLCを作成し、それから干渉処理を行うこととした。利点としては離散する島々でも広域にわたって成り
立つmaster/slave間のコレジストレーション関係の構築が可能なことである。図１に Haiti地震の事例を紹介する。震源
周りでの地殻変動の状況が把握出来る。
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